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 学校でプールがあった、なつのある日のことです。いつものように、学校からいえにかえ

るでんしゃにのりました。 

 その日はプールでつかれて、ともだちとはぐれてしまいました。ひとりではじめてでんし

ゃにのった日です。 

 「でんしゃからおりて……。」 

と、しらない人からはなしかけられました。 

 びっくりしてまわりをみると、だれもいませんでした。 

 ぼくはでんしゃにのってそとのけしきをみていたけど、いつのまにかねてしまったのです。 

そして、だれかしらない人からおこされたのです。 

 その人は、えきいんさんにでんわをしてくれました。だれもいなくてこわかったです。す

ると、えきいんさんがきて、 

 「おかあさんのでんわは、なんばん？」 

とききました。 

 いつでもすらすらいえるおかあさんのばんごうが、きんちょうしていえなかったです。き

んちょうしたぼくに、えきいんさんはあめをくれました。やさしいえきいんさんは、いろい

ろぼくにききました。なんだかなみだがでそうになりました。 

 （いまなんじかな？おかあさんとあえないかな？） 

といろいろかんがえました。いすにすわってじかんがたつと、えきいんさんが、 

 「じかんだよ。でんしゃにのるよ。」 

といってくれました。小さなかみには、えきのなまえやじかんがかいてありました。えきい

んさんがホームまでいっしょにきて、うんてんしさんになにかをいうと、 

 「なんかあったら、ぼくにいってね。」 

といって、かみにかいているえきについたら、えきのおねえさんがまっているといいました。 

（おかあさんもいるかな？おかあさんとあえればいいな……） 

しんぱいでしたが、やっとえきについたら、おかあさんがおねえさんといっしょにまって

いました。おかあさんを見たしゅんかん、うれしくなりました。 

 あとからおかあさんからききました。きやまえきのおねえさんが、ぼくがのったくるめえ

きから、一つひとつのえきにでんわで、ぼくのなまえとふくそうでさがしてくれたそうです。

JR のえきいんさんみんながぼくをたすけてくれました。みんなの小さなしんせつが、ぼく

とぼくのかぞくには大きなしんせつになりました。ありがとうございました。 

 なつやすみがおわって、またでんしゃにのるのがたのしみです。 


